
解体、新築、外構の３工事発注
～年度に実施

津
市

南
郊
公
民
館
な
ど
複
合
施
設
新
築パ

シ
コ
ン
で
策
定
へ

小
・
中
学
校
再
編
整
備
計
画

桑名市

松
阪
建
設

計

カ
所
に

億
円


年
度
公
共
事
業
実
施
予
定
箇
所

歩
道
橋
設
計
を
年
度
内

国
市
浜
公
園
整
備
の
一
環

尾鷲市



年

度

第
３
四
半
期

工
事
成
績
評
定

建通新聞社調べ


点
以
上
が
８
件

最
高

点
は
サ
ン
エ
イ
工
務
店

四日市建設


点
以
上
が
２
件

最
高

点
は
信
藤
建
設

北勢流域下水道

年度第４四半期成績評定 （建通新聞社調べ）

最高点は点
美濃土木 工事

最高点は点
美濃土木 業務

外
部
委
は
一
貫
校
推
進

小
中
学
校
の
規
模
適
正
配
置
検
討

八百津町

大
日
コ
ン
を
選
定

学
校
給
食
セ
ン
タ

整
備
Ｐ
Ｐ
Ｐ
検
討

高山市

実
施
設
計
に
着
手

養
老
こ
ど
も
園
の
設
備
改
修

養老町

当
初
は
１
小
１
中
に

Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
講
習
会
開
く

三
重
建
協
四
日
市
支
部

伊
藤
分
会
長
が
続
投

建
災
防
四
日
市
分
会

早
川
理
事
長
が
続
投

四
日
市
市
指
定
上
下

水
道
工
事
業
者
協
組

勝
眞
会
長
が
再
任

県
測
量
設
計
業
協
会

前
渡
地
区
新
公
園

起
工
式
を
開
く

各
務
原
市

各
界
功
労
者

表
彰
式
を
開
催

県

南郊公民館の外観

津
市
は

認
定
こ
ど
も
園
の
開
園
に
よ
り
２
０
２
５
年
３
月
に
閉
園
と
な
る
高
茶

屋
保
育
園
跡
地
に
南
郊
公
民
館
と
消
防
団
高
茶
屋
分
団
詰
所
な
ど
の
機
能
を
持
つ
複

合
施
設
を
新
築
す
る

設
計
を

年
度
中
︵
５
月

日
公
告
済
み
︶
に
ま
と
め

工

事
を



年
度

供
用
開
始
は

年
度
を
目
指
す


桑
名
市
は

小
・
中
学
校

再
編
整
備
計
画
を
策
定
す
る

た
め

策
定
支
援
を
行
う
事

業
者
を
公
募
型
プ
ロ
ポ

ザ

ル
で
募
集
し
た
結
果

パ
シ

フ


ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

三
重
事
務
所
︵
津
市
︶
を
優

先
交
渉
権
者
に
決
め
た

同

社
は
契
約
後

２
０
２
６
年

３
月
末
ま
で
に
計
画
を
ま
と

め
る


今
回
の
業
務
で
は

小
・

中
一
貫
校
を
整
備
し
て
い
る

多
度
地
区
と
悠
分
校
を
除
い

た
小
・
中
学
校

校
を
対
象

に
再
編
整
備
計
画
を
策
定
す

る
再

編
計
画
の
方
向
性
と
し

て
掲
げ
て
い
る
﹁
施
設
一
体

型
小
・
中
一
貫
校
﹂
を
理
想

と
し

公
民
連
携
や
そ
の
他

公
共
施
設
と
の
複
合
化
・
集

約
化
を
視
野
に
入
れ
た
学
校

運
営

再
編
事
業
費
の
軽
減

す
る
た
め
の
要
素
を
盛
り
込

む
現

在
の
学
校
に
関
す
る
状

況
を
見
る
と


年
後
に
は


年
度
と
比
較
し
て
児
童
・

生
徒
数
が
約
５
割
減
少
す
る

見
込
み
で

施
設
に
つ
い
て

も
築
年
数
が

年
以
上
経
過

し
て
い
る
学
校
が
約
８
割
以

上
と
な

て
い
る
た
め

小

中
一
貫
教
育
体
制
を
進
め
て

い
く
必
要
が
出
て
き
て
い

る


既
設
公
民
館
に
隣
接
す
る

同
保
育
園
︵
鉄
筋
コ
ン
ク
リ


ト
造
平
屋
９
２
７
平
方


︶
を
解
体
し

そ
の
敷
地
内
に
建
築
す
る
計
画
で

保

育
園
解
体

公
民
館
新
築


駐
車
場
な
ど
の
外
構
工
事

と
３
件
に
分
け
て
発
注
す

る
複

合
施
設
の
規
模
は

鉄

骨
造
平
屋
約
５
２
５
平
方



施
設
内
容
は

公
民
館

事
務
所
と
同
消
防
団
詰
所
・

車
庫
に
加
え

多
目
的
室


創
作
室
な
ど
が
併
設
す
る


駐
車
場
は

台
程
度

建
設

地
は
高
茶
屋
３
ノ

ノ
１
で

敷
地
面
積
は
３
６
０
０
平
方


既

設
公
民
館
と
高
茶
屋
出

張
所
は
複
合
施
設
の
供
用
開

始
後

解
体
な
ど
は
せ
ず
現

状
の
ま
ま
売
却
す
る
予
定


施
設
規
模
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ


ト
造
２
階
建
て
延
べ
５
５

２
平
方


１
９
７
２
年
建

築

所
在
地
は
高
茶
屋
３
ノ


ノ
６


な
お

出
張
所
機
能
は
高

茶
屋
市
民
セ
ン
タ

︵
高
茶

屋
４
ノ

ノ

︶
へ
移
転
す

る


三
重
県
が
公
表
し
た
２
０

２
４
年
度
の
公
共
事
業
実
施

予
定
箇
所
で

県
土
整
備
部

分
の
う
ち
松
阪
建
設
事
務
所

の
事
業
費
は

通
常
分
が


カ
所
で

億
２
０
０
０
万

円

国
土
強
靱
︵
き

う
じ

ん
︶
化
分
が

カ
所
で

億

８
６
０
０
万
円
と
な

た


事
業
費
が
１
億
円
以
上
の

予
定
箇
所
︵
事
業
費
ベ

ス

の
箇
所
数
の
た
め
同
一
箇
所

含
む
︶
は

道
路
改
築
事
業

が
６
カ
所

河
川
改
修
事
業

が
４
カ
所

令
和
５
年
県
単

災
害
土
木
復
旧
費
が
１
カ
所

な
ど


道
路
改
築
で
は

県
道
蓮

峡
線
︵
七
日
市
︶
に
通
常
分

で
６
億
０
９
０
０
万
円

国

土
強
靱
化
分
で
６
億
１
４
０

０
万
円
を
充
て
た
こ
の
他


国
道
１
６
６
号
︵
富
永
︶
に

通
常
分
で
１
億
２
３
０
０
万

円

国
道
４
２
２
号
︵
大
熊

拡
幅
︶
に
通
常
分
で
１
億
２

３
０
０
万
円

県
道
松
阪
環

状
線
に
通
常
分
で
１
億
０
５

０
０
万
円

国
道
３
６
８
号

︵
仁
柿
峠
バ
イ
パ
ス
︶
に
通

常
分
で
１
億
０
５
０
０
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
配
分
し
た


河
川
改
修
で
は

松
阪
市

内
を
流
れ
る
百
々
川
の
う

ち

松
崎
浦
町

松

島
町

の
河
川
改
修
に
通
常
分
で
１

億
２
６
０
０
万
円

国
土
強

靱
化
分
で
１
億
２
６
０
０
万

円

松
崎
浦
町
の
排
水
機
場

維
持
修
繕
に
通
常
分
で
１
億

１
３
０
０
万
円
を
盛
り
込
ん

だ

ま
た

大
台
町
久
豆
地

内
の
宮
川
ダ
ム
の
維
持
修
繕

に
通
常
分
で
２
億
３
９
０
０

万
円
を
充
て
る


令
和
５
年
県
単
災
害
土
木

復
旧
費
で
は

管
内
１
カ
所

の
港
湾
災
害
復
旧
に
通
常
分

で
３
億
円
を
投
じ
る


尾
鷲
市
は

野
球
場
な
ど

国
市
浜
公
園
整
備
の
一
環

で

避
難
道
と
し
て
活
用
す

る
歩
道
橋
を
新
設
す
る

２

０
２
４
年
度
末
ま
で
に
設
計

を
ま
と
め


年
度
の
工
事

発
注
と
同
年
度
末
の
完
成
を

予
定
し
て
い
る


桂
谷
川
に
架
か
る
河
川
橋

で
あ
る
歩
道
橋
の
概
要
は


橋
長
約
７
・
４


幅
員
約

５


下
部
工
は
橋
台
２
基

の
１
径
間

上
部
工
に
つ
い

て
は

年
度
内
に
委
託
す
る

設
計
業
務
を
通
じ
て
検
討
す

る
建

設
地
は
国
市
松
泉
町
・

矢
浜
３
丁
目
地
内

歩
道
橋

建
設
に
よ
り
県
道
７
７
８
号

中
井
浦
九
鬼
線
と
接
続
さ
せ

る
こ
と
で

公
園
と
周
辺
外

部
を
結
ぶ
避
難
路
と
し
て
活

用
す
る


今
後
は
一
括
か
分
離
な
ど

詳
細
を
固
め

設
計
や
積
算

業
務
を
順
次
委
託
し
て
い

く
基

礎
杭
の
使
用
検
討
な
ど

を
含
め
地
質
調
査
に
つ
い
て

は
近
く
委
託
す
る

履
行
期

間
は
１
３
０
日


年
度
当

初
予
算
に
国
市
浜
公
園
に
係

る
避
難
路
地
質
調
査
・
設
計

・
積
算
業
務
の
委
託
費
と
し

て
２
７
４
０
万
円
を
計
上
し

た


三
重
県
四
日
市
建
設
事
務

所
が
２
０
２
３
年
度
第
３

四
半
期
に
行

た
工
事
成

績
評
定
は

総
件
数
は

件

で


点
以
上
は
８
件
だ


た


点
以
上
の
受
注
者
と
工

事
名
は
次
の
通
り


︿

点
﹀
サ
ン
エ
イ
工
務

店

﹁
一
般
国
道
３
６
５
号

︵
小
牧
拡
幅
お
よ
び
下
海
老

歩
道
︶
道
路
改
良
工
事
︵
そ

の
２
︶
﹂

︿

点
﹀
守
成
建
設


﹁
一
般
国
道
３
６
５
号
舗
装

修
繕
工
事
﹂

︿

点
﹀
生
川
建
設


﹁
一
般
国
道
３
０
６
号
ほ
か

１
線
令
和
４
年
道
路
災
害
復

旧︵
国
災
第

号
・
第

号
︶

工
事
﹂
▽
新
美
興
業

﹁
一

般
国
道
３
０
６
号
舗
装
修
繕

工
事
︵
そ
の
３
︶
﹂

︿

点
﹀
中
村
組

﹁
一

般
県
道
上
海
老
高
角
線
舗
装

修
繕
工
事
﹂
▽
松
岡
建
設


﹁
主
要
地
方
道
宮
妻
峡
線
最

終
処
分
場
周
辺
環
境
整
備
舗

装
修
繕
工
事
﹂

︿

点
﹀
矢
野
組

﹁
一

般
国
道
３
０
６
号
舗
装
修
繕

工
事
﹂
▽
リ


ケ
ン
﹁
一

般
国
道
４
７
７
号
舗
装
修
繕

工
事
﹂

三
重
県
北
勢
流
域
下
水
道

事
務
所
が
２
０
２
３
年
度
第

３
四
半
期
に
行

た
工
事
成

績
評
定
は

総
件
数
は
３
件

で


点
以
上
は
２
件
だ


た


点
以
上
の
受
注
者
と
工

事
名
は
次
の
通
り


︿

点
﹀
信
藤
建
設


﹁
北
勢
沿
岸
流
域
下
水
道

︵
南
部
処
理
区
︶
南
部
浄
化

セ
ン
タ

第
２
期
事
業
導
水

渠
建
設
工
事
そ
の
１
﹂

︿

点
﹀
北
三
重
技
建


﹁
北
勢
沿
岸
流
域
下
水
道

︵
南
部
処
理
区
︶
南
部
浄
化

セ
ン
タ

第
２
期
事
業
導
水

渠
建
設
工
事
そ
の
２
﹂

岐阜県美濃土木事務所が、
年度第４四半期に工事の
完了検査を行った件のう
ち、成績評定が点以上だっ
たのは、前年度同時期の件
に対し、件に増加した。最
高得点は青協建設と関元組の
点だった。
　第４四半期に点以上だっ
た受注者と工事名は次の通
り。
＜点＞青協建設－「公共
広域河川改修事業（国補正分）
（翌債）工事」▷同－「公共
広域河川改修事業（国補正分）
（翌債）工事」▷関元組－
「公共浸水対策重点地域緊急
事業（債務）工事」
　＜点＞長屋組―「公共社
会資本整備総合交付金（改築）
（債務）他道路改良工事」▷
青協建設－「公共浸水対策重
点地域緊急事業（債務）工事」
▷山佐組－「公共社会資本整
備総合交付金（改築）（国補
正）（翌債）道路改良工事」

＜点＞安部日鋼工業―
「県単道路新設改良（暮らし
の安全・安心確保対策費）
（債務）他千疋橋橋梁改築工
事」▷横田工務店－「公共浸
水対策重点地域緊急事業（債
務）工事」▷篠田製作所－
「公共浸水対策重点地域緊急
事業（債務）工事」▷森七組
－「公共広域河川改修事業
（債務）工事」▷田下建設－
「県単河川局部改良事業（債
務）工事」▷山佐組－「公共
防災・安全交付金（急傾斜地
崩壊対策事業）（国補正分）
（翌債）工事」▷関元組－
「公共浸水対策重点地域緊急
事業（債務）工事」
　＜点＞田下建設―「県単
舗装道補修費（緊自債分）工
事」▷同―「公共河川災害復
旧事業（債務）工事」▷山佐
組－「公共浸水対策重点地域
緊急事業（債務）工事」▷西
村工建―「県単通常砂防事業
（暮らしの安全・安心確保対
策）他（債務）工事」▷長尾
工務店－「県単舗装道補修費
（緊自債分）工事」
　＜点＞青協建設―「県単
舗装道補修費（緊自債分）工
事」

岐阜県美濃土木事務所が、
年度第４四半期に業務の
完了検査を行った件のう
ち、成績評定が点以上だっ
たのは、前年度同時期の件
に対し、件に増加した。最
高得点は大日コンサルタント
とテイコクの点だった。
第４四半期に点以上だっ
た受注者と工事名は次の通
り。
＜点＞大日コンサルタン
ト－「県単道路新設改良（一
般分）（一）上野関線他道路
概略設計業務委託」▷テイコ
ク－「公共社会資本整備総合
交付金（改築）藍見橋橋梁撤
去詳細設計業務委託」
　＜点＞中央コンサルタン
ツ―「公共社会資本整備総合
交付金事業（都市公園整備）
（翌債）実施設計委託」▷建
設技術研究所岐阜事務所－
「県単河川調査（債務）委託」
　＜点＞テイコク―「県単
河川維持修繕事業委託」▷南

出測量設計－「県単道路新設
改良（一般分）（主）岐阜美
濃線用地調査業務委託」▷大
同コンサルタンツ－「公共防
災・安全交付金（通常砂防事
業）他（債務）委託」▷サン
コーコンサルタント－「公共
道路メンテナンス補助（道路
維持修繕）（翌債）設計委託」
▷三進－「県単道路新設改良
（一般分）（主）美濃川辺線
道路詳細設計業務委託」▷大
日コンサルタント－「県単河
川局部改良事業（債務）委託」
＜点＞大同コンサルタン
ツ―「公共河川等災害関連事
業橋梁詳細設計等業務委託」
▷興栄コンサルタント―「公
共社会資本整備総合交付金事
業（都市公園整備）橋梁補修
・耐震補強設計業務委託」
　＜点＞興栄コンサルタン
ト―「公共防災・安全交付金
（通常砂防事業）他（債務）
委託」▷ユニオン－「公共総
合流域防災事業（砂防基礎
調査）委託」▷三栄コンサル
タント－「公共砂防メンテナ
ンス事業他（債務）委託」▷
同－「公共砂防メンテナンス
事業（国補正分）（翌債）委
託」▷三進－「公共広域河川
改修事業委託」▷ユニオン－
「公共防災・安全交付金（交
通安全）道路標識点検業務委
託」

　八百津町は、小中学校の規模や適正配置に関して、考
え方や方策の検討を進めており、年度に専門家会議
がまとめた提言書を公表した。学校整備については、将
来的な児童生徒数の動向を踏まえ、小中一貫校（小中一
貫教育）の推進が望ましいとしている。町として整備ス
ケジュールは決めていないが、～年度の具体的な動
きとなりそうだ。

高
山
市
は

﹁
学
校
給
食

セ
ン
タ

整
備
等
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手

法
検
討
調
査
及
び
ア
ド
バ
イ

ザ
リ

業
務
委
託
﹂
に
係
る

公
募
型
プ
ロ
ポ

ザ
ル
を
実

施
し

契
約
候
補
事
業
者
と

し
て
大
日
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

高
山
事
務
所
︵
高
山
市
︶
を

選
定
し
た

参
加
者
は
同
社

を
含
め
２
者
だ

た

履
行

期
間
は
２
０
２
６
年
３
月


日
ま
で

委
託
料
上
限
額
は

２
０
０
０
万
円︵
税
込
み
︶

う
ち

年
度
は
１
５
０
０
万

円
︵
税
込
み
︶


業
務
内
容
は
①
事
業
計
画

・
手
法
・
導
入
パ
タ

ン
・

事
業
ス
キ

ム
・
ス
ケ
ジ



ル
の
検
討
②
概
算
事
業
費

・
Ｖ
Ｆ
Ｍ
︵
財
産
負
担
軽
減

効
果
︶
の
算
出
③
サ
ウ
ン
デ


ン
グ
型
市
場
調
査
④
事
業

手
法
の
総
合
的
な
評
価

な

ど

ま
た

委
託
者
に
対
す

る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

業
務
も

含
む


現
清
見
セ
ン
タ


一
之

宮
セ
ン
タ


久
々
野
セ
ン

タ

を
廃
止
し

新
た
に
整

備
す
る
高
山
セ
ン
タ

に
統

合
す
る

建
設
地
は
市
公
設

地
方
卸
売
市
場
跡
地
︵
問
屋

町
地
内
︶

敷
地
面
積
は
約

７
０
０
０
平
方


建
築
面

積
は
約
２
６
０
０
平
方



今
後
の
ス
ケ
ジ


ル

は

Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
手
法
の
決

定
が

年

月

Ｐ
Ｐ
Ｐ
事

業
者
の
決
定
が

年

月


工
事
が

年
度
か
ら

年

度

供
用
開
始
が

年
１
月

を
予
定
す
る


八百津小学校（八百津町）

養
老
町
は

養
老
こ
ど
も

園
で
の
電
気
設
備
更
新
と
調

理
室
空
調
新
設
に
向
け
た
実

施
設
計
を
野
崎
設
計
︵
養
老

町
︶
に
委
託
し
た

履
行
期

間
は
８
月

日
ま
で

工
事

は
９
月
末
ま
で
の
指
名
競
争

入
札
実
施
を
目
指
す


養
老
こ
ど
も
園
で

老
朽

化
し
た
キ


ビ
ク
ル
の
更

新
と

今
ま
で
空
調
が
整
備

さ
れ
て
い
な
か

た
調
理
室

へ
の
空
調
新
設
を
行
う
計

画

今
回
の
実
施
設
計
で


設
備
の
数
や
必
要
な
能
力
な

ど
を
検
討
す
る


対
象
施
設
の
規
模
は

鉄

筋
コ
ン
ク
リ

ト
造
２
階

建
て
延
べ
１
１
４
２
平
方



１
９
７
９
年
の
建
築


所
在
地
は
高
田
２
３
１
ノ

１


町
は
今
後

住
民
説
明
や

ア
ン
ケ

ト
調
査
な
ど
を
行

い
な
が
ら

小
中
学
校
適
正

配
置
に
つ
い
て
具
体
化
さ
せ

て
い
く
考
え
で
い
る


専
門
家
会
議
は


年
度

に
﹁
小
中
学
校
の
今
後
の
在

り
方
検
討
委
員
会
﹂
が
答
申

し
た
﹃
将
来
的
に
は
１
小
学

校
１
中
学
校
へ
の
統
合
﹄
に

つ
い
て

客
観
的
な
意
見
を

も
ら
う
た
め

外
部
学
識
経

験
者
な
ど
で
構
成
し
た


今
回
の
提
言
で
は

現
状

の
予
測
を
超
え
る
児
童
生
徒

数
の
減
少
の
中
で
も
教
育
環

境
が
維
持
で
き
る
よ
う

在

り
方
検
討
委
員
会
の
答
申
か

ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
﹃
小
中

一
貫
校
﹄を
推
薦
し
て
い
る


同
町
の
小
中
学
校
は
現

在

小
学
校
が
４
校
︵
八
百

津
小

和
知
小

錦
津
小


久
田
見
小
︶

中
学
校
が
２

校
︵
八
百
津
中

八
百
津
東

部
中
︶
あ
る

児
童
数
の
減

少
を
小
学
校
１
年
生
の
推
移

で
見
る
と

年
度
が

人



年
度
が

人


年
度
が


人


年
度
が

人



年
度
が

人


年
度
が


人


年
度
が

人
と
予
測

し
て
い
る


総

会

総

会

総

会

三
重
県
測
量
設
計
業
協
会

︵
勝
眞
浩
一
会
長
︶
は

日


津
市
内
で
２
０
２
４
年
度
定
時

総
会
を
開
催
し

任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で
勝
眞
浩
一
会

長
を
再
任
し
た


勝
眞
会
長

写
真

は
﹁
新

し
い
構
成
メ
ン
バ

で
一
丸
と

な
り

業
界
の
活
性
化
な
ど
に

向
け
た
要
望
活
動
と
し
て

県

へ
組
合
員
の
考
え
を
伝
え
て
い

く

﹂
と
あ
い
さ
つ
し
た


役
員
改
選
で
は

副
会
長
２

人

監
事
２
人

理
事
７
人
体

制
の
う
ち
副
会
長
に
生
川
英
紀

氏

理
事
に
中
森
訓
氏

米
川

泰
典
氏
を
新
し
く
迎
え
た

残

る
副
会
長
と
理
事

監
事
は
再

任
と
な

た

今
期
の
監
事
は

１
人
体
制
と
な
る


議
事
で
は

小
学
校
で
の
測

量
体
験
や
土
木
系
高
等
学
校
で

出
前
事
業
開
催
な
ど
の

年
度

事
業
計
画
や
収
支
予
算
を
承
認

し
た


四
日
市
市
指
定
上
下
水
道
工

事
業
者
協
同
組
合
︵
早
川
彰
理

事
長
︶
は

日

四
日
市
市
内

で
第

回
通
常
総
会
を
開
き


早
川
理
事
長
の
続
投
を
決
め

た

２
０
２
４
年
度
事
業
計
画

に
は
水
道
管
の
凍
結
な
ど
災
害

時
の
迅
速
な
対
応
を
通
じ
て
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
守

て
い
く
こ

と
を
盛
り
込
み
承
認
し
た


あ
い
さ
つ
に
立

た
早
川
理

事
長

写
真

は
﹁
災
害
対
策

の
強
化
を
組
合
と
し
て
進
め
て

い
る
が

災
害
が
多
発
し
て
い

る
現
在

万
全
の
準
備
が
必
要

に
な

て
い
る
﹂
と
指
摘
す
る

と
と
も
に

﹁
賃
上
げ
や
物
価

高
騰

担
い
手
不
足
と
い

た

問
題
も
迫

て
き
て
お
り

各

社
と
も
経
営
を
強
化
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
呼
び

掛
け
た



年
度
は
経
営
・
技
術
向
上

に
関
す
る
研
究

設
備
・
材
料

の
共
同
購
買

工
事
の
共
同
受

注
な
ど
の
事
業
を
計
画
し
て
い

る


建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

三
重
県
支
部
四
日
市
分
会
︵
伊

藤
秀
樹
分
会
長
︶
は

日

四

日
市
市
内
で
第

回
通
常
代
議

員
会
を
開
き

伊
藤
分
会
長
の

続
投
を
決
め
た


伊
藤
分
会
長

写
真

は

﹁
墜
落
災
害
が
全
国
的
に
発
生

し
て
い
る

自
社
内
の
点
検
を

徹
底
し
て
ほ
し
い
﹂
と
安
全
確

保
対
策
に
つ
い
て
述
べ
﹁
時
間

外
労
働
規
制
が
４
月
１
日
か
ら

始
ま
り

経
営
側
は
苦
労
し
て

い
る
と
思
う
が

地
道
に
努
力

を
進
め
て
い
こ
う
﹂
と
呼
び
掛

け
た

２
０
２
４
年
度
事
業
計

画
で
は

全
国
安
全
週
間
な
ど

の
労
働
災
害
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み

安
全
衛
生
パ
ト
ロ


ル

作
業
主
任
者
・
技
能
講
習

会
な
ど
を
計
画
し
て
い
る


三
重
県
建
設
業
協
会
四
日

市
支
部︵
伊
藤
秀
樹
支
部
長
︶

は

日

四
日
市
市
内
で
Ｃ

Ｐ
Ｄ
Ｓ
講
習
会
を
開
い
た


写
真

当
日
は

人
受
講
者

が
参
加

今
回
の
分
と
併
せ

て
計
３
回
︵
５
月

日



日
︶
講
習
会
を
開
催
す
る



日
の
講
習
で
は

土
質

調
査
の
流
れ
と
題
し
て
現
場

試
験
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た

他

２
０
２
３
年
度
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
と
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
最

新
要
領
や
建
設
Ｄ
Ｘ
の
解
説

な
ど
を
実
施
し
た

講
習
会

の
サ
ポ

タ

と
し
て

測

量
機
器
販
売

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
支
援
を
行
う

ト
プ
ラ
ス
︵
四
日
市
市
︶
と

ト
プ
コ
ン
ポ
ジ
シ

ニ
ン
グ

ジ

パ
ン
が
講
師
を
行


た
次

回
以
降
は

３
次
元
設

計
デ

タ
の
活
用
や
ク
ラ
ウ

ド
活
用
に
よ
る
メ
リ

ト
と

デ
メ
リ

ト

Ｍ
Ｃ
／
Ｍ
Ｇ

対
応
シ
ス
テ
ム
の
三
重
県
内

導
入
事
例
な
ど
に
つ
い
て
学

ぶ


全
体
鳥
瞰
イ
メ

ジ

︵
提
供
／
ス
ペ

ス
︶

　
各
務
原
市
の
前
渡
地
区

︵
木
曽
川
右
岸
︶
に
整
備
す

る
新
公
園
の
起
工
式
が


日

同
市
の
浅
野
健
司
市
長

や
関
係
者
ら
約

人
が
出
席

し
て
行
わ
れ


月
オ

プ

ン
に
向
け
た
工
事
の
安
全
を

祈
願
し
た


　
浅
野
市
長
は

あ
い
さ
つ

の
中
で
﹁
計
画
か
ら
足
掛
け


年
で
や

と
こ
こ
ま
で
来

た

Ｂ
Ｍ
Ｘ
パ

ク

デ
イ

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
な
ど


近
隣
に
な
い
施
設
に
よ

て

地
域
に
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ

る
﹂
と
喜
ん
だ


　
新
設
す
る
公
園
は

各
務

原
浄
化
セ
ン
タ

西
側
の
約

２
万
平
方

に
整
備
す
る


基
盤
整
備
は
完
了
し
て
お

り

２
０
２
３
年
度
に
Ｐ
ａ

ｒ
ｋ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
事
業
者
と

し
て
決
ま

た
蔦
井
︵
名
古

屋
市
西
区
︶

ス
ペ

ス

︵
東
京
都
中
央
区
︶

オ
ノ

コ
ム
︵
東
京
都
千
代
田
区
︶

の
３
社
で
構
成
す
る
﹁
各
務

原
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
共
同
企

業
体
﹂
が


月
の
開
業
予

定
で
施
設
を
整
備
す
る


　
Ｊ
Ｖ
を
代
表
す
る
蔦
井
の

熊
田
光
男
社
長
は
﹁
改
め
て

身
が
引
き
締
ま
る
思
い

し


か
り
と
建
設

運
営
を
行


て
い
く
﹂
と
し
た


岐
阜
県
は

日

岐
阜
市

内
の
県
庁
で
﹁
２
０
２
４

年
度
岐
阜
県
各
界
功
労
者

表
彰
式
﹂
を
開
催
し
た

写

真
行

政

文
化
・
芸
術

社

会
福
祉

産
業
経
済
な
ど
の

分
野
で

岐
阜
県
の
発
展
や

県
民
福
祉
の
増
進
に
功
績
の

あ

た
人
物
お
よ
び
団
体
を

表
彰
す
る
制
度

受
賞
者
は

個
人

人
と
７
団
体
の
計


人
建
設
業
界
で
は
岐
阜
建

築
士
会
の
石
黒
時
紀
会
長


岐
阜
電
業
協
会
の
中
田
学
副

会
長
ら
が
受
賞
し
た


一
人
一
人
に
表
彰
状
を
手

渡
し
た
古
田
肇
岐
阜
県
知
事

は

﹁
長
き
に
わ
た

て
貢

献
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
お
か
げ

で
今
の
繁
栄
が
あ
る
﹂
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ

﹁
今
回

の
文
化
祭
で
は

皆
さ
ま
の

知
恵
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
伺

い
し

岐
阜
県
の
魅
力
を
国

内
外
に
発
信
し
て
い
く
﹂
と

抱
負
を
語

た


こ
と
で

地
域
に
ふ
さ
わ
し

い
道
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る


（４）＜第三種郵便物認可＞ ２０２４年（令和６年）５月２２日＜水曜日＞


